
※協定福祉避難所で想定する要配慮者は知的・精神障害者を想定

福祉避難所運営事務局
（市福祉事務所）で

調整

指定福祉避難所
（公共施設）

○協定福祉避難所イメージ図

協定福祉避難所について
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協定福祉避難所

指定避難所の避難者（要配慮者）で
受け入れ可能な場合は受け入れる

（市福祉事務所⇔協定福祉避難所で調整）

協定福祉避難所閉鎖時（＝指定避難
所閉鎖時）に避難者が残っている場
合は，指定福祉避難所で受け入れ

協定福祉避難所を設置するメリット

☑障害福祉サービス事業所の協力を得ることで，要配慮者に対して適切なケアができ，安心して避難することができる。

☑事業所が避難所となることで，避難が必要な方へ呼びかけをしてもらうことが可能となり，広く避難指示の周知ができる。

R4.2.10（木）

協定福祉避難所の利用者は，
通い慣れた施設へ直接避難す

ることができる

従 来 ◆従来は，段階①～③の
順番で避難していた。

◆障害をお持ちの方から
は，「指定避難所では
一般の方に迷惑を掛け
てしまう」,「通い慣
れた施設に直接避難し
たい」との声があった。

今回創設

避難者
（要配慮者）

◆要配慮者については，
従来の指定避難所への避難
のほかに，協定福祉避難所
への避難も可能となる。

指定避難所
（福祉スペース）

新しい流れ従来の流れ


